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四季折々に表情を豊かに変化させる 美しく神秘的な風景の「雲仙の四季」 

島原半島の中心にそびえる「雲仙岳」は『三峰五岳の雲仙岳』と呼ばれ、普賢岳、国見岳、妙見岳、絹笠岳、高岩

岳、野岳、矢岳、九千部岳。この 8つの山々を総称して雲仙岳と呼んでいます。雲仙は自然がたっぷりと生きていま

す。雲仙は昭和 2 年に日本新八景山岳の部で 1位になり、昭和 9年には、わが国で最初の国立公園に指定されました。

昔から自然が大切に守られてきた雲仙は、自然の大図鑑。野鳥や高原植物の宝庫です。雲仙は四季折々に表情を豊かに

変化させる神秘的な御山です。雲仙市剣道協会の剣道教士七段松尾純伯氏より「雲仙の四季」の写真を提供していただ

きました。 

  

「春」雲仙の春を彩る、可愛らしい花びらの『ミヤマ

キリシマ』木々が黄緑色の衣に着替えると、山はピンクの

ミヤマキリシマで見事に染め尽くされていき、雲仙は彩り

豊かな季節を迎えます。 

「夏」避暑地・保養地として有名な雲仙蝉時雨が聞こ

えはじめたら、緑の息吹があたり一帯を包み込み、涼やか

な風が吹きます。 

  

「秋」普賢岳・妙見岳一帯は、まさに『紅葉の海』燃

えるような鮮やかな紅葉が山々を染め尽くします。 

雲仙の大自然が創り出します。 

「冬」『花ぼうろ』まるで天使が白い衣を羽織ったよう

に、霧氷が冬枯れの景色を真っ白な山並に変身させます。

永遠に静寂が続くかのように、神秘的な美しさに包まれま

す。 

（写真提供：松尾純伯） 
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小満や親鴛生れし日野を訪ひ（藤田誉子）・・・ 「小満」（しょうまん）５月２１日(土） 

日本には一年間を 24 分割し、それぞれに季節を表す言葉をつけた二十四

節気という言葉があります。小満とは、8 番目の二十四節気のことを指しま

す。小満の前は立夏、後は芒種と梅雨入り前の時期を指します。沖縄では、

小満と芒種の時期がちょうど梅雨にあたるため、「小満芒種（スーマンボース

ー）」と呼ばれているようです。ようやく暑さも加わり、麦の穂が育ち、山野

の草木が実をつけ始め、紅花が盛んに咲き乱れます。爽やかな五月晴れもあ

れば、ぐずつく五月雨もあります。どちらも命を育む大切な贈り物です。「卯

の花くたし」という言葉もあります。この意味は 5月から 6 月上旬にかけて、

シトシトと長く降り続く雨のことです。「くたす」とは「腐らせる」「だめに

する」という意味で卯の花を腐らせてしまうくらいほどの長雨ということで

す。また、小満には、「万物が満ち溢れ草木が繁る」という意味もあります。 

 
藤山神社（佐世保）花言葉「優しさ」 

報告（1）・・第 77回国民体育大会（兼第 72回西日本各県対抗剣道大会）長崎県予選会 

令和 4年 4月 2４日(日)、長崎県立西陵高等学校武道場において、標記予選会が開催されました。   （主催：長崎県剣道連盟） 

第 77回国民体育大会は栃木県で開催されます。剣道競技は、令和 4年 10月 3日(月)～10月 5日(水)栃木県宇都宮市県立総合

体育館にて開催されます。第 72回西日本各県対抗剣道大会は、令和 4年 6月 19日(日)沖縄県で開催予定でしたが、コロナ感染

増の状況から延期となり、日程調整中です。選手の皆さんの実力が発揮され最高の試合ができますよう祈念申し上げます。 

なお、長崎県剣道連盟では競技力向上対策事業として、国体選手等合同稽古会を県内外各地で実施しています。特に隔週水曜

日の 19:30～20:45に西陵高校で実施している同稽古会については、選手候補者はもちろん一般有志の方々にも奮ってご参加いた

だきますようお願い申し上げます。但し、新型コロナ感染対策により、稽古会の中止や場所の変更がある可能性がありますので、強

化委員会（片山倉則委員長）へ確認をお願いいたします。 

◆成年男子の部 

 

先 鋒 黒川 雄大（筑波大学） 

次 鋒 北浦 裕介（県警） 

中 堅 藤山 光治（県警） 

副 将 大島 匡貴（学剣連） 

大 将 梅田 福一郎（県警） 

◆成年女子の部 

 

先 鋒 大園 望夏（県警） 

 

中 堅 北浦 菜海子（諫早市） 

 

大 将 野﨑 優花（学剣連） 

◆西日本各県対抗剣道大会 

 

 

  

 

成年男子の部（１） 

 

成年男子の部（２） 
 

成年女子の部（１） 
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報告（2）・・令和 4年度剣道中央講習会伝達講習会 

令和 4年 4月 10日（日）長崎県立総合体育館（大研修室・サブアリーナ）、4月 16日（土）長崎県立武道館において標記の講習会

が実施されました。受審者全員が真剣眼差しで取り組みました。また、講師の剣道教士八段吉井誠先生より、剣道におけるコンプラ

イアンスや主催大会実施にあたっての感染拡大予防ガイドラインを踏まえた試合・審判法の留意点の講話と「日本剣道形」及び「木

刀による基本技稽古法」の実技指導があり、受講者にとって有意義な講習会でした。 

※ 参加者： 第 1 回伝達講習会（長崎市） 受講者 59名+県連役員   7名＝66名  

        第 2回伝達講習会（佐世保市）受講者 39名+県連役員   4名＝43名  

合  計                   受講者 98名+県連役員  1１名＝109名 

【新型コロナウイルス感染症が終息するまでの暫定的な試合・審判法】 

講師：長崎県剣道連盟理事 吉井 誠 剣道教士八段 

 

１．新型コロナウイルス感染症が終息するまでは暫定的な試合・審判法を感染状況等踏まえながら大会毎に大会実施要項に定める。 

２．試合時間の短縮、延長戦は区切って行い休憩を取り入れる等、マスク着用による熱中症対策を積極的に取り入れる。 

３．試合者は、鍔競り合いを避ける。やむを得ず鍔競り合いとなった場合は、すぐに分かれるか引き技を出し、掛け声は出さない（引

き技時の発声は認める）。審判員は鍔競り合いを解消しない場合には、ただちに「分かれ」を宣告する。また、１）意図的な「時間空

費」２）「防御姿勢（勝負の回避）による相手に接近するような行為は、試合審判規則第１条に則り反則と判断する」この問題につい

ては、審判員の裁量だけで解決するのは困難であり、事前に試合者に対して、十分に指導、徹底することが必要である。 

４．審判員の密接を防ぐために、審判員の試合場への入退場の際は１ｍ以上の間隔を空けて行う。図１左図の現行では主審と副審

の袖と袖が触れるか触れないかの距離であったが、右図のように主審と副審の袖と袖の間隔を１ｍ以上空ける。主審は中心の位

置に、副審は開始線よりやや外側に立ち、定位置まで開始線の外側を通り直進する。 

５．合議は図２のように１ｍ以上の間隔を空けて行う。  

                               

  

 

日本剣道形実技講習（長崎） 

 

講義 指導法・審判法講習（長崎） 

 

木刀による基本技稽古法（長崎） 

 

実技 講習指導法・審判法講習（佐世保） 
 

講義 指導法・審判法講習（佐世保） 
 

講習修了証の授与（佐世保） 
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報告（3）・・第 31回全国高等学校剣道選抜大会 長崎南山高校 男子団体 第 3位 

標記大会が令和 4年 3月 26日(土)〜28日（月）愛知県・春日井市総合体育館で開催されました。男女とも全国から 64チームが

集結し、5人制団体戦で試合がおこなわれました。今大会は、新型コロナウィルス感染拡大防止により各所の消毒、完全無観客、時

差入場、試合時間の短縮（3分）、つば競り合いの早期解消など対策がおこなわれた中での開催となりました。 

長崎南山高校が男子団体で見事 3位入賞を果たし、女子団体は西海学園高校が 1回戦 西海学園 1-3磐田西（静岡）に敗れま

した。長崎南山高校は 3回戦でノースアジア大明桜（秋田）、準々決勝戦で福岡第一にそれぞれ 1-0で競り勝ってベスト 4になりまし

た。準決勝戦では九州学院（熊本）に代表戦の末に惜敗しましたが、1996年の第 5回大会で優勝して以来の 26年ぶりのメダル獲得

となる入賞を果たしました。 

＜男子団体 長崎南山高校 3位＞ 

優勝     明豊高校（大分） 

準優勝    九州学院高校（熊本） 

3位      桜が丘高校（愛知）、長崎南山高校（長崎） 

＜女子団体 西海学園高校 初戦敗退 ＞ 

優勝     八代白百合高校（熊本） 

準優勝    明豊高校（大分） 

3位      筑紫台高校（福岡）、岡豊高校（高知） 

  

男子団体 長崎南山高校 結果 

準決勝戦 

 

準々決勝戦 

 

3回戦 

〇長崎南山 1-0 ノースアジア大明桜（秋田）× 

2回戦 

〇長崎南山 1-0 岡山商大附属（岡山）× 

女子団体 西海学高校 結果 

1回戦 

×西海学園（長崎）1-3 磐田西（静岡）〇 

  

長崎南山 先鋒 水口のメンが決まる。（写真：レッツ剣道より） 

報告（4）・・第 70回 全日本都道府県対抗剣道優勝大会 2022 

標記大会が令和 4年 4月 29日(金）大阪府・エディオンアリーナ大阪（大阪府立体育会館）で開催され、健闘虚しく 1回戦で熊本

県に 2-4で敗れました。  【試合結果】 ×長崎県 ２-４ 熊本県 〇（熊本県は 3位入賞） 
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報告（5）・・令和 4年度長崎県高等学校剣道選手権大会  

標記大会が令和 4年 4月 16日（日）に三菱重工体育館（長崎市）にて無観客試合及び大会役員、補助員、選手のみの参加で団

体戦がトーナメント戦で実施されました。女子団体決勝は島原高校が西海学園高校を 2-0で下して 5回連続 17度目の勝利を飾り

ました。男子団体は決勝では島原高校が全国選抜県予選で敗れた長崎南山高校を 2-2の本数勝ちで下し、2年連続 12度目の優

勝を飾りました。決勝戦では両校ともに先鋒戦から大将戦まで気迫のこもった試合を繰り広げました。 

（選手権大会結果は県連 HPに掲載） 

男子団体 優勝   島原高校 優勝（2年連続 12度目）  

      準優勝 長崎南山高校 3位 長崎日大高校・西陵高校  

女子団体 優勝   島原高校 優勝（5回連続 17度目） 

      準優勝 西海学園高校 3位 西陵高校・向陽高校  

男子     最優秀選手：小栁宏成（島原）、優秀選手：長崎祥太郎（島原）、 山口 拓（南山）、本田愛斗（日大）、三木皓一朗（西陵） 

女子    最優秀選手：永井 萌（島原）、優秀選手：久田柑花（島原）、 益田佳奈（西海）、米村咲歩（西陵）、石山純花（向陽） 

    

男子団体優勝（島原） 男子団体準優勝 （長崎南山） 男子団体３位（西陵） 男子団体３位（長崎日大） 

    

女子団体優勝 （島原） 女子団体準優勝 （西海学園） 女子団体 3位 （西陵） 女子団体 3位 （向陽） 

報告（6）・・令和 4年度長崎県剣道連盟春季居合道段位審査及び講習会 

標記の大会及び講習会が令和 4年 4月 3日（日）雲仙市立愛野小学校体育館において開催されました。今年度も新型コロナウイ

ルス感染防止対策をとりながらの審査会となりました。段位審査会を前に審査委員長の剣道教士八段片山倉則理事より審査を受審

するにあたっての挨拶がありました。審査員はシールド及びマスク着用、受審者はマスク着用での審査会となりました。段位審査後

の春季講習会では受講生が自分の受講したグループ別で学んだことを講習会最後の演武で披露することができました。 

＜段位審査＞ 

今回の段位審査は午前 10:00より初段から四段まで実施されました。全日本剣道連盟居合解説書に定める審判・審査上の着眼

点をもとに厳選な審査が行われました。審査結果は初段 5名、四段 1名合計受審者 6名合格 6名、合格率 100%でした。審査会

後に実技と学科合格者の発表が行なわれ、講評を審査委員長より、受審者全員に向けてありました。 

＜居合道講習会＞ 

午後からの講習会は講師の居合道教士七段高木志伸居合道部長より居合道講話があり、午前中の段位審査会での留意点や基

礎基本を重点に説明、解説があり、その後、初級、中級、上級、中央受審者の 34名が 4ブロックに分かれ、段外から六段までの指

導がありました。 

    

居合道段位審査の審査員は紋

付、袴で実施されます。 

新型コロナウイルス感染 

拡大対策の審査会 

居合道四段審査 11本目、

総切り 

試合の勝敗は審判の判定で

決まります。 
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報告（7）・・令和 4年度 第 45回 長崎県道場少年剣道大会 

標記大会が令和 4年 4月 24日(日)、諫早市立森山スポーツ交流館で参加団体 51団体、団体戦 87チーム、個人戦 171名で開

催されました。団体戦上位の団体戦上位（小学生 11チーム・中学生 13チーム）令和 4年 7月 28日（木）から７月 29日（金）東京都

日本武道館で開催される第 56回全国道場少年剣道大会の出場権を得ました。 

 個人戦優勝の小・中学生男女各１名は 令和 4年 10月 16日（日）に愛知県小牧市パークアリーナで開催される全国道場少年

剣道選手権大会 (第 46回小・中学生男子の部)  (第 39回小・中学生女子の部)の出場資格を得ました。 

（長崎県道場少年剣道大会の結果は県連 HPに掲載） 

団体小学生の部 優勝 島原修悠館、      2位 諫早少年剣道亀舟館、  3位 川棚少年剣友会、不二剣道錬成館 

団体中学生の部 優勝 真崎少年剣道会、   2位 諫早少年剣道亀舟館、  3位 有明剣道振興会、長崎稲武会 

【小学生個人の部】   

男子優勝 戸田賢人(黒髪少年)  2位 嘉村彪馬(諫早亀舟館) 3位 青木海晟(森山少年)、田添喜有(三浦中央) 

女子優勝 本城ゆりあ(川棚少年) 2位 淺井心愛(三浦中央)   3位 山口蘭花(諫早亀舟館)、吉田羽那 (不二剣道) 

【中学生個人の部】   

男子優勝 太田瑛崇(有明剣道)、2位 田口晴基(真崎少年) 3位 入口陽斗(竹松少年)、伊藤  駿(清風館) 

女子優勝 酒井陽多(橘道場)  、2位 児島和歩(布武会)、   3位 合澤千陽(長崎日見)、小田優月(川棚少年) 

全国大会出場県代表チーム（小学生団体）13チーム 

島原修悠館、諫早少年剣道亀舟館、川棚少年剣友会、不二剣道錬成館、黒髪少年剣道育成会、相浦飯盛道場、紐差剣心会 

相浦武道会、生月剣道スポーツ少年団、神代真古館、真崎少年剣道会、諫早少年剣道鶴舟館、上荒川雄剣会 

全国大会出場県代表チーム（中学生団体）11チーム 

真崎少年剣道会、諫早少年剣道亀舟館、有明剣道振興会、長崎稲武会、不二剣道錬成館 

清風館少年剣道クラブ、愛野少年剣道部、布武会、島原修悠館、雄心舘、上荒川雄剣会  

 
小学生の部優勝 島原修悠館 

 
中学生の部優勝 真崎少年剣道会 

 
中学生個人 男子の部 入賞者 

   

中学生個人 女子の部 入賞者 小学生個人 男子の部 入賞者 小学生個人 女子の部 入賞者 

報告（8）・・令和 4年度 長崎県杖道春季講習会 

令和 4年 4月 10日(日)、標記講習会が諫早市長田文武館にて開催されました。コロナ禍の中でしたが、各地より 30

名の参加があり有意義な講習会となりました。 

 

杖道講習会 実技講習（１） 

 

杖道講習会 実技講習（2） 杖道講習会 橋本幸一部長挨拶 
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道場からの便り 「道場紹介」（9）・・・長崎日見剣友会（長崎市） 

昭和 50年 4月に日見地区の少年・少女の健全育成を目的に故宮本祐蔵先生の指導で発足しました。厳しい稽古で定評があり、大会で

は好成績をおさめていました。OB・OGには活躍された方々が沢山います。今も活躍されておられ、剣友会の自慢です。 

 宮本祐蔵先生は平成 14年 7月に病気で亡くなられました。同年 4月からは富永和美先生を指導者に迎え、基本を重視した稽古に取り組

んでいます。なかでも日本剣道形を毎週、金曜日に実施して日本剣道形の修得を図り、中学生と小学 6年生には小太刀 3本まで 10本を

修得させています。また、木刀による基本稽古法も交互に稽古しています。正しい姿勢で打突できるような剣道を目指しています。 

 精神面では礼儀正しい、感謝のできる人、思いやりのある優しい人となるよう、礼法、返事など厳しく指導されています。 

１．道場訓       「明るく強く、頼もしく」をモットーに 

１） 礼儀正しくします。 

２） みんなに感謝します。 

３） 正しい行いをします。 

４） 友達と仲良くします。 

５） 社会に役立つよう人間形成に努めます。    と定め、稽古前に大きな声で唱和しています。 

平成 16年からは子ども達に日見地区の自分たちの住む街を美しくし、感謝する気持ちを養うため、保護者と共に月に 1回、清掃をするボ

ランティア活動を実施しています。 年 1回、山登りやバーベキュー等のレクレーションも実施しています。2月 11日には武道始を実施し、高

点試合や、親子大会等を実施して盛り上がっています。級位審査も兼ねています。 

剣道人口減少対策として、体験会やビラを作成して、幼稚園や小学校に配布をしたり、商店や公民館にビラを掲示させてもらい、増員を図

っています。又、OB・OGに葉書を出して、剣道再開や子供さんへの推奨を図ってのレター作戦を実施しています。一昨年は OB・OGの方が

稽古に見え試合にも参加されました。昨年はコロナ禍で稽古に来たいと言った OG も帰省することができずに残念でした。やれることをいろ

いろと考えて智恵を出し、対策をとらないと大変な事態になると危機感を持っています。 

２． 指導者 

１）師範 富永和美（剣道教士七段） 

２）指導者 品川浩実（剣道五段）、小ヶ倉康宏（剣道教士七段） 浦田昌典（剣道教士七段）、中里茂（剣道教士七段） 

野上正治（剣道教士七段）、会長 阿保貴章先生（OB 剣道五段） 

師範の指導方針に沿って、暇を見て稽古にかけつけ、厳しい中にも楽しい指導に当たっておられます。 

３．稽古日  週 6日間となっており、塾に行っている子どもは塾以外の日に稽古できると好評です。 

１）月・水・金 日見小学校体育館 18：00～20：00 

２）火・木   日見中学校武道場 18：00～19：30 

３）土     日見中学校武道場 16：00～18：00    となっています。 

４．連絡先    部長 倉富宏美 090-7163-7364 

皆さん日本の伝統文化である剣道をやって、身体と心を鍛えてみませんか？待っています。 

 
  

道場での集合写真 基本を大切にした稽古を指導 公民館祭りで剣道形を演武する子ども達 

 
  

青少年健全育成 ボランティア活動 ボランティアでコロナに負けない日見っ子 道場連盟での功績を表彰されまし

た。小ヶ倉康宏（剣道教士七段） 

 


